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【表紙】山の見守りを行う猟友会の皆さん

クマによる人身被害を防ぐクマによる人身被害を防ぐ特
集
特
集



ク
マ
ク
マ
に
よ
る

人
身
被
害

人
身
被
害

を
防
ぐ
防
ぐ

識知
クマ

識知
クマ

１ク
マ
っ
て
ど
ん
な
動
物
？

　

ク
マ
は
耳
や
鼻
が
よ
く
利
き
、
足

が
速
く
、
木
登
り
が
う
ま
い
動
物
で

す
。
基
本
的
に
は
人
を
避
け
、
普
段
は

ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
で
生
活
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
突
発
的
に
出
合
う
と

自
身
や
子
グ
マ
の
身
を
守
る
た
め
、
人

間
を
襲
う
こ
と
も
あ
り
と
て
も
危
険
で

す
。
ま
た
、
ハ
チ
ミ
ツ
や
柿
、
栗
な
ど

が
好
物
の
雑
食
で
、
食
べ
物
が
豊
富
な

と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
と
、
そ
の
場
所
に

し
つ
こ
く
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
グ
マ
が
親
グ
マ
か
ら
離
れ
る
分
散

期
や
繁
殖
期
、
冬
眠
に
備
え
て
食
欲
が

増
す
飽
食
期
に
目
撃
情
報
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

識知
クマ

２出
合
わ
な
い
た
め
に
は
？

　

ク
マ
よ
け
鈴
を
持
ち
歩
い
た
り
、
複

数
人
で
話
し
な
が
ら
歩
い
た
り
す
る
な

ど
、
ク
マ
へ
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
親
グ
マ
は
子

グ
マ
へ
与
え
る
餌
を
採
取
す
る
た
め
、

木
に
登
り
枝
を
折
っ
て
実
を
集
め
ま

す
。
木
の
上
に
折
れ
た
枝
の
塊
が
あ
っ

た
り
、
地
面
に
枝
が
落
ち
て
い
た
り
す

る
と
、
近
く
に
ク
マ
が
い
た
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

識知
クマ

３出
合
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

も
し
も
ク
マ
と
出
合
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
ク
マ
と
目
を
合
わ
せ
、
自
分
を
怖

い
存
在
だ
と
思
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
慌
て

て
背
中
を
向
け
て
し
ま
う
と
、
も
の
す

ご
い
速
さ
で
距
離
を
詰
め
ら
れ
、
襲
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て

１
・
２
年
目
の
子
グ
マ
は
親
グ
マ
と
行

動
を
共
に
し
ま
す
。
子
グ
マ
を
発
見
し

た
ら
、
近
く
に
親
グ
マ
が
い
る
の
で
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

識知
クマ

４目
撃
し
た
ら
？

　

住
宅
地
を
は
じ
め
、
山
沿
い
や
田
ん

ぼ
な
ど
、
人
の
生
活
圏
内
で
ク
マ
を
目

撃
し
た
と
き
は
、
①
目
撃
場
所
②
目
撃

時
間
③
目
撃
し
た
と
き
の
状
況
④
大
き

さ
⑤
ク
マ
が
移
動
し
た
方
向
を
市
里
山

里
海
課
（
☎
64
・
６
０
２
４
）
ま
た
は

小
浜
警
察
署
（
☎
56
・
０
１
１
０
）
ま

で
連
絡
し
、
絶
対
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼話しながら歩く

猟友会 小浜支部長

大
おおつばき

椿 明
あ き お

夫さ
ん

問い合わせ：里山里海課☎ 64・6024

令
和
元
年
度
〜
令
和
４
年
度
ま
で
の

　

小
浜
市
で
の
ク
マ
の
月
別
目
撃
件
数

分散期・繁殖期分散期・繁殖期 冬眠・出産冬眠・出産飽食期飽食期

　

今
年
に
入
り
、
住
宅
地
や
通
学
路
な

ど
、
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
場

所
で
ク
マ
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
考

え
ら
れ
る
要
因
と
し
て
は
、
シ
カ
な
ど

が
増
え
、
餌
を
確
保
で
き
る
場
所
が
少

な
く
な
り
、
人
里
へ
降
り
て
き
て
い
る

こ
と
や
、
ク
マ
が
人
慣
れ
し
、
人
間
を

怖
い
と
思
わ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
人
間
も
ク
マ
を
怖

い
と
思
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
マ
は
か
わ
い
い
動
物
で
は
な
く
、

人
の
命
を
簡
単
に
奪
え
る
非
常
に
恐
ろ

し
い
動
物
だ
と
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
マ
は
非
常
に

　
　
　
　
恐
ろ
し
い
動
物
で
す

ク
マ
誘
引
樹
木
の
伐
採
を

　
　
　
　
　
補
助
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
区
な
ど
の
団
体
が
実
施
す

る
ク
マ
の
餌
と
な
る
実
の
樹
木
伐
採
に

か
か
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
ク
マ
が
近
づ
く
要
因
を
減
ら
し
、

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

里山里海課 獣害担当

髙
たかはし

橋 幸
ゆきひろ

裕技師

クマが活発に動く期間は目撃件数が増えます。

3Pでクマについての注意点を確認しておきましょう。

写真提供：福井県
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今
年
は
例
年
と
異
な
る
目
撃

情
報
が
小
浜
市
に
寄
せ
ら
れ
て

い
る
ク
マ
。

　
日
常
生
活
や
山
へ
入
っ
た
と

き
に
出
合
わ
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
出
合
っ
て

し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
人
身
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

▲クマよけ鈴

■令和 4年度 0 2 26 2 1 4 4 4 0 0 0 0
■令和 3年度 0 6 3 1 3 2 1 3 1 0 0 0
■令和 2年度 2 9 19 10 9 4 4 6 2 0 0 1
■令和元年度 1 2 4 3 2 0 6 2 0 0 0 0
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クマへの知識を
深め、自身や周りの
安全を守ろう
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小浜市の
出来事に注目

「小浜地区まちづくりタウンミーティング」が実施され参
加者が小浜地区の魅力などを再確認する（鹿島・7 月 29 日）

京都工芸繊維大学生と考える

県工業技術センターらが主催する「キッズものづく
りラボ」で空気砲を作って学ぶ（大手町・7 月 29 日）

科学技術工作に親子で挑戦

江戸時代の少女「綱」の生涯を描く DVD を市長と描くわがまち
デザイントークで初披露（西津コミュニティセンター・7月27日）

読み聞かせ DVD で普及

個人や企業・団体が出店した小浜商工会議所青年部主催のフ
リーマーケットに約 2,000 人が来場（市民体育館・８月５日）

人とのつながりの場 まちの経済活性化に

商店街ににぎわいをつくろうと若狭東高校と敦賀高校
の生徒が協力して実施（はまかぜ通り商店街・7 月 31 日）

約 4,100 発の花火が打ち上げられ訪れた約 17,000
人 が 小 浜 の 夏 を 満 喫（ 川 崎 三 丁 目・8 月 1 日 ）

小浜の夜を彩る 夏の風物詩

夜の市 空き店舗で「お化け屋敷」

市が開催する「やさしい手話教室」に 13 人が参加し聴
覚障がい者に対する理解を深める（文化会館・８月３日）

手話で伝える市と市への人材派遣協定を結ぶ株式会社江守情報が
「業務 DX 推進イベント」を開催（市庁舎・7 月 20 日）

デジタル活用で市職員の業務改善を目指す

虫よけと豊作を願って
伝統行事「虫送り」で宮川地区内からたいまつを持った
住民が太鼓とともに旧宮川小学校へ集結（竹長・８月５日）

巡行４年ぶりに 祇園祭
上竹原・府中・下竹原各区の氏子がみこし４基
とともに各区内を巡行（廣

ひろみね
嶺神社・７月 15 日）

北陸新幹線の早期全線開業と市の区域の駅位置・詳
細ルートの公表などを求める（東京都・７月 13 日）

市と市議会が国などに要望書を提出

省エネ設備導入支援事業を展開する株式会社ネクシィーズ・
ゼロから市が 100 万円の寄付を受ける（市庁舎・８月３日）

企業版ふるさと納税制度で寄付



くらしの情報

6広報おばま　令和5 . 97 広報おばま　令和5 . 9

の印がある情報は、市公式ホームページにも、情報を掲載しています

お
知
ら
せ

乾
燥
肥
料
の
無
料
配
布

衛
生
管
理
所
☎
52
・
１
５
２
２

　

し
尿
を
処
理
し
た
後
に
で
き
る
「
乾
燥

肥
料
」
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▼
と
き

９
月
４
日
㊊
〜
29
日
㊎
の
期
間

　

中
の
平
日
、
９
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

衛
生
管
理
所
（
荒
木
）

※
乾
燥
肥
料
の
臭
い
に
対
す
る
苦
情
が
寄　

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

介
護
福
祉
士
受
験
講
習
受
講
生

子
ど
も
未
来
課

▼
対
象　

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
母

ま
た
は
父
お
よ
び
寡
婦
で
、
２
０
２
４
年

　

１
月
に
「
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
」
を

　

受
験
予
定
の
人

▼
と
き　

９
月
24
日
㊐
〜
12
月
３
日
㊐
の

　

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、
９
時
30
分
〜

16
時
30
分
（
全
７
回
）

▼
と
こ
ろ

県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
福
井
市
）

▼
受
講
料

無
料
。
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
と

模
擬
試
験
代
計
１
万
２
５
０
０
円
は
自
己　

負
担（
模
擬
試
験
の
受
験
可
否
の
選
択
可
）

▼
定
員

10
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
母
子
家

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

広
報
・
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
☎
64
・
６
０
０
９

　

こ
の
調
査
は
、10
月
１
日
現
在
の
住
宅
・

世
帯
に
関
す
る
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
住
生
活
関
連
施
策
に
必
要
な

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
約
１
５
０
０
世
帯

（
無
作
為
抽
出
）
に
統
計
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
私
立
・
公
立
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
園
部
・
幼
稚
園
部
）

な
ど
の
入
園
申
し
込
み
受
付
を
開
始
し
ま

す
。
育
児
休
業
が
明
け
る
な
ど
で
、
令
和

６
年
度
途
中
で
の
入
園
を
希
望
す
る
人
も
、

期
間
中
に
必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

９
月
１
日
㊎
〜
10
月
２
日
㊊

　
の
平
日

▼
対
象

私
立
・
公
立
保
育
園
お
よ
び
認

　

定
こ
ど
も
園
（
保
育
園
部
・
幼
稚
園
部
）

▼
申
し
込
み
方
法　

①
・
②
の
い
ず
れ
か

①
申
込
書
と
必
要
添
付
書
類
（
就
労
証

　
　

明
書
や
状
況
に
応
じ
た
証
明
書
な
ど
）

　
　

を
子
ど
も
未
来
課
も
し
く
は
各
園
に
提
出

　

②
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

　

※
そ
ら
の
と
り
こ
ど
も
園
と
聖
ル
カ
幼
稚

　
　

園
の
幼
稚
園
部
の
み
、
各
園
で
受
け
付
け

▼
申
込
書
配
布
先

子
ど
も
未
来
課
、各
園
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
市
子
育
て
支
援
情
報
サ
イ

　

ト
「
す
く
す
く
お
ば
ま
っ
子
」
を
参
照

　

も
し
く
は
子
ど
も
未
来
課
ま
で

▼
対
象　

小
浜
・
雲
浜
・
小
浜
美
郷
・
西

　

津
・
内
外
海
・
今
富
・
口
名
田
・
加
斗

　

の
各
児
童
ク
ラ
ブ

▼
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
〜
令
和
７

年
３
月
31
日

▼
開
設
日　

毎
週
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

　

ま
で
（
祝
日
を
含
む
。
た
だ
し
、
年
末

　

年
始
な
ど
休
業
期
間
を
除
く
）

▼
定
員　

各
19
〜
40
人
程
度

▼
料
金　

月
８
０
０
０
円

　

※
ひ
と
り
親
家
庭
は
月
５
５
０
０
円

▼
受
付
期
間　

９
月
１
日
㊎
〜
29
日
㊎
の

　

期
間
中
の
平
日

▼
申
し
込
み
方
法　

子
ど
も
未
来
課
に
申

　

込
書
を
提
出

▼
申
込
書
配
布
先　

子
ど
も
未
来
課
ま
た

　

は
各
児
童
ク
ラ
ブ
、
市
子
育
て
支
援
情

　

報
サ
イ
ト
「
す
く
す
く
お
ば
ま
っ
子
」

取
引
や
証
明
な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り

は
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
対
象
と
な
る
施
設
・
事
業
所

は
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
対
象

　
【
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
・
事
業
所
】

10
月
５
日
㊍
、【
事
業
所
の
み
】
10
月

６
日
㊎

時
間
は
両
日
と
も
10
時
15
分
〜
15
時
15
分

　
（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

▼
と
こ
ろ

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
持
ち
物

対
象
の
計
量
器
、
検
査
申
請

　

書
、
認
印
、
手
数
料
（
県
証
紙
）

▼
対
象

商
店
な
ど
で
売
買
に
使
用
す
る

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査

商
工
振
興
課
☎
53
・
９
７
０
５

▼
と
き　

９
月
25
日
㊊

▼
と
こ
ろ

サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠
敷
）

▼
内
容　

特
定
・
基
本
健
診
、
が
ん
検
診

（
肺
・
胃
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
頸け

い

）、
骨
検
診

▼
申
込
期
限　
健
診
日
の
10
日
前（
定
員
あ
り
）

※
特
定
健
診
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保

　

険
者
か
ら
発
行
さ
れ
る
受
診
券
が
必
要

小
浜
い
き
い
き
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

家
庭
に
余
っ
て
い
る
賞
味
期
限
が
１
カ

月
以
上
先
の
、
未
開
封
か
つ
常
温
保
存
が

可
能
な
食
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
寄
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
食
品
の
詳
細
は
、
広
報

お
ば
ま
５
月
号
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
【
市
庁
舎
環
境
衛
生
課
（
大
手
町
）】

９
月
４
日
㊊
〜
８
日
㊎
８
時
30
分
〜
17

　

時
15
分

　
【
ハ
ー
ツ
わ
か
さ
（
遠
敷
九
丁
目
）
】

９
月
４
日
㊊
〜
10
日
㊐
９
時
〜
22
時

余
っ
て
い
る
食
品
寄
付

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に

協
力
を

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に

環
境
衛
生
課
☎
64

年
齢
を
重
ね
、
心
身
の
活
力
が
低
下
し

た
状
態
を
「
フ
レ
イ
ル
」
と
言
い
ま
す
。　

　

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と

で
、
自
分
の
健
康
状
態
や
日
々
の
生
活
を

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

９
月
27
日
㊌
13
時
30
分
〜
16
時　

▼
と
こ
ろ

サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠
敷
）

▼
対
象　

65
歳
以
上
の
人

▼
定
員

20
人

▼
申
し
込
み　

９
月
４
日
㊊
〜
13
日
㊌
に

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
参
加
者

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
64
・
６
０
１
５

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を
対
象

に
、
無
料
歯
科
健
診
の
受
診
券
を
発
行
し

ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

▼
対
象　

次
の
①
・
②
を
満
た
す
人

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
（
令
和

後
期
高
齢
者
無
料
歯
科
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

募
集

　

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
封
後
は
早
め
に

　

散
布
し
、
必
ず
覆ふ
く
ど土
し
て
く
だ
さ
い
。

　

野
外
で
保
管
す
る
際
は
必
ず
シ
ー
ト
な

　

ど
で
覆お
お

い
、
周
辺
住
民
へ
の
配
慮
を
お　

　

願
い
し
ま
す

認
定
こ
ど
も
園
・

保
育
園
な
ど
の

入
園
申
し
込
み

子
ど
も
未
来
課
☎
 64
・
６
０
１
３

認
定
こ
ど
も
園
・

　

は
か
り
、
病
院
・
学
校
・
保
育
園
な
ど

　

で
使
用
す
る
体
重
測
定
用
は
か
り
、
薬

　

局
な
ど
の
調
剤
用
は
か
り
、
農
業
・
漁

　

業
な
ど
の
生
産
者
が
売
買
・
出
荷
に
使

　

用
す
る
は
か
り
な
ど

　
　

５
年
４
月
１
日
時
点
で
78
・
79
歳
の

　
　

人
は
、
個
別
に
「
受
診
券
」
を
送
付

　
　

す
る
た
め
、申
し
込
み
は
不
要
で
す
）

　

②
過
去
１
年
間
に
歯
科
医
療
機
関
を
受

　
　

診
し
て
い
な
い
人

▼
と
こ
ろ

県
内
の
指
定
歯
科
医
療
機
関

▼
受
診
期
限　

受
診
券
発
行
日
か
ら
３
カ

　

月
以
内

▼
申
込
期
限　

健
診
日
の
10
日
前

※
た
だ
し
、
11
月
30
日
㊍
ま
で

▼
申
し
込
み　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

　

０
７
７
６
・
21
・
０
７
３
３
ま
で　

▼
申
込
期
限　

９
月
８
日
㊎

接
種
の
予
約
・
変
更
な
ど

▲パソコンは市公式HPバナー（左）から、スマー
トフォンは二次元コード（右）からアクセス

予
約
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

電
話
な
ど

小浜市新型コロナワクチンコールセンター
☎ 64・5654   ℻   64・5342
　 vaccine-soudan@city.obama.lg.jp

手
元
に
接
種
券
を
用
意

新型コロナワクチン接種 掲載内容は、８月 17日時点のものです

▶対象者
初回（１・２回目）接種を終了した５歳以上の人
▶使用するワクチン
オミクロン株 XBB.1.5 対応１価のワクチン
（製造社名は、接種券に同封の案内もしくは、予
約専用WEBサイト・小浜市新型コロナワクチン
コールセンターへ確認してください）
▶インフルエンザワクチンとの併用　
接種間隔を空ける必要はありません（医療機関に
よっては、接種間隔を設けている場合があります）

▶接種券の発送　
国からのワクチンの供給量に応じて接種券を発　
送します。10 月に接種を希望する人で、９月
中旬までに接種券が届かない場合は、小浜市新
型コロナワクチンコールセンターへ連絡してく
ださい。

※ワクチン供給量が少ないため、接種日変更など
希望に応じた接種ができない場合があります

令和５年秋開始接種は９月 20 日㊌から開始します

児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）
入
会

子
ど
も
未
来
課
☎
 64
・
６
０
１
３

（
学
童
保
育
）
入
会
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原子力災害に備えて、原子力発電所から、おお

むね５㌔～ 30㌔以内に住む市民の皆さんのうち、

12歳以下や妊婦などの希望者に安定ヨウ素剤を配

布しています。

　安定ヨウ素剤は、原子力災害発生時に放射性ヨ

ウ素が甲状線に蓄積するのを防ぐ効果があります。

▶対象
　① 12 歳以下の人　② 妊婦・授

じゅにゅうふ

乳婦
　③障がいや病気で速やかに避難することが難しい人
　④ ①～③の同居家族

▶申請・受け取り方法
　事前配布申請書を、申し込み先に郵送・FAX・メー　
　ル・持参のいずれかで提出し、後日市から郵送
　される案内文書などを持って、以下の方法で安定
　ヨウ素剤を受け取ってください。

　【配布会での受け取り】
　▶日時　９月 24日㊐ 13 時～ 16時
　▶場所　働く婦人の家（大手町）
　【薬局での受け取り】
　▶日時　随時
　▶場所　配布の協力薬局（案内文書に記載）　

安定ヨウ素剤の受け取りには、説明映像（約 15分間）
の視聴が必要です。あらかじめ県HPから説明映像
の視聴をお願いします（各会場での視聴も可能です）。

▶申請用紙配布・申し込み・問い合わせ（以下のどちらでも受け付けできます）
生活安全課　☎ 64・6006 FAX 53・1522   　  anzen@city.obama.lg.jp
健康管理センター（南川町）☎ 52・2222            kenkou-kanri@city.obama.lg.jp

▼
対
象　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
活
動

で
き
る
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
女
性

▼
任
期　

１
年
以
上

▼
活
動
内
容

女
性
の
班
（
支
隊
）
で
防
犯

に
関
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
・
啓
発
活
動
な
ど

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
身
分
・
手
当　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

　

し
て
手
当
を
支
給

▼
申
し
込
み　

生
活
安
全
課
ま
で

市
防
犯
隊
女
性
隊
員

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７

市
防
災
士
の
会
会
員

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
６

▼
活
動
内
容

災
害
発
生
の
仕
組
み
や
身

　

近
で
で
き
る
防
災
対
策
な
ど
の
学
習
、

　

地
域
で
行
う
防
災
活
動
の
支
援
な
ど

▼
会
員
資
格

防
災
士
の
有
資
格
者

▼
会
費

年
額
１
０
０
０
円（
学
生
は
無
料
）

▼
申
し
込
み

同
会
事
務
局
の
吉よ

し
だ田
さ
ん

　

☎
 ０
９
０
・
８
０
９
０
・
８
３
２
５
も

　
　

し
く
は
生
活
安
全
課
ま
で

　

防
災
士
と
は
、
防
災
力
を
高
め
る
活
動

の
た
め
の
十
分
な
意
識
と
一
定
の
知
識
・

技
能
を
修
得
し
た
こ
と
を
、
日
本
防
災
士

機
構
が
認
証
し
た
人
の
こ
と
で
す
。

▼
と
き

12
月
２
日
㊏
・
３
日
㊐

▼
と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象
（
敦
賀
市
）

▼
定
員

１
５
０
人

▼
料
金

試
験
受
験
料
３
０
０
０
円

　

※
合
格
後
、
防
災
士
の
登
録
を
す
る
場

　
　

合
、
認
証
登
録
料
５
０
０
０
円
が
必
要

▼
申
し
込
み

事
前
に
生
活
安
全
課
へ
電

　

話
で
連
絡
の
上
、
申
込
書
類
を
同
課
ま

　

で
（
締
め
切
り
は
10
月
27
日
㊎
）

県
主
催

防
災
士
研
修
・
試
験

生
活
安
全
課
☎
 64
・
６
０
０
６

防
災
士
研
修
・
試
験

笑
い
ヨ
ガ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
受
講
者

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課

笑
い
ヨ
ガ
は
、
笑
い
を
使
っ
た
健
康
体
操

で
、
ス
ト
レ
ス
改
善
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
講
資
格

笑
い
ヨ
ガ
に
興
味
が
あ
り
、　

市
内
の
高
齢
者
施
設
な
ど
で
活
動
で
き
る
人

▼
と
き

10
月
９
日
㊊
㊗
・
16
日
㊊
い
ず

れ
も
10
時
〜
16
時
30
分
※
両
日
と
も
参
加
要

▼
と
こ
ろ　

ア
イ
ザ
ワ
商
店
（
加
茂
）

▼
講
師

中な
か
し
ま島
章し

ょ
う
こ子
さ
ん
（
ふ
く
ふ
く
笑

　

い
ク
ラ
ブ
小
浜
代
表
）

▼
料
金　

無
料

▼
定
員　

先
着
10
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月
30
日
㊏

　

ま
で
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
氏
名
・

電
話
番
号
・
用
件
を
講
師
の
中
島
さ
ん

☎
０
９
０
・
１
１
２
３
・
１
３
２
４
、

        noila@
docom

o.ne.jp

ま
で

原子力災害に備えて 希望者に安定ヨウ素剤を配布します
生活安全課生活安全課

　県では、公共交通の大切さを考えるきっかけと
するため、県民の皆さんが体験された、県内を運
行する電車・バスにまつわる心あたたまるエピソー
ドを募集しています。
▶募集期限　９月 29日㊎
▶応募資格　県内在住・在勤・在学者
▶応募方法 任意の原稿用紙にタイトル（20 字程
度）と本文（200 字程度）を記載し、所定の申
込書を添えて県交通まちづくり課へ郵送。申込書

　は、市新幹線・交通まちづくり課で受け取り可。
▶賞 【一般】大賞 商品券５万円、【高校生以下】
　　　大賞 図書カード１万円、ほか各賞
▶応募先・問い合わせ 〒 910・8580 福井市大手３
丁目 17 ｰ１福井県庁未来創造部 新幹線・交通まち
づくり局 交通まちづくり課「ふくいの電車・バス幸
福エピソード」作品募集係、☎ 0776・20・0774
※メールでの申し込みも可。詳しくは県HPを
　　参照もしくは問い合わせてください

農業委員（敬称略）
【任期】令和 5年 7月 20日～令和 8年 7月 19日（3年間）

７月の改選により、小浜市農業委員会が新しい
体制になりました。
　農地の権利移譲や転用許可などの農地法に基づ
く業務に加え、農地の集積・集約化、遊休農地の
発生防止・解消、新規参入者の促進など「農地利
用の最適化」に取り組みます。

市農業委員会が新体制に 農地の相談は近隣の農業委員・農地利用最適化推進委員へ
農政課☎ 64・6022

資源ごみの分別に協力ください
環境衛生課☎ 64・6016

電車・バス「幸福」エピソード募集

紙やペットボトル、空き缶などは再生可能な貴

重な資源です。一人ひとりの正しい分別が、ごみ
の資源化、減量化につながります。

【小浜市で資源ごみとして回収している物】
▶その他金物
　調理器具や一斗缶などの金属製品

▶ペットボトル
　お茶、ジュース、しょうゆなどのペットボトル

▶びん
　飲み物などの瓶

▶アルミ缶・スチール缶
ジュースや缶詰などの空き缶

▶新聞・雑誌・段ボール
　新聞などの古紙類

▶その他紙
　コピー用紙や包装紙、紙袋などの雑紙

３歳以上用の
丸剤▶

３歳未満用の
ゼリー剤▶

募
集

役職 氏名（住所）

会長 松
まつお

尾志
しの ぶ

信（竹長）

副会長 東
あずま

清
きよとし

俊（下田）

委員

岡
おかだ

田昌
まさき

樹（野代）、早
はや

俊
としお

夫（相生）、福
ふくなが

永信
のぶあき

明

（熊野）、赤
あかお

尾裕
ひろこ

子（木崎）、河
かわしま

嶋幸
ゆきお

男（遠敷

一丁目）、和
わ だ

田千
ち よ

代（下根来）、内
うちだ

田篤
あつひろ

宏（甲ヶ

崎）、岡
おかもと

本康
やすじ

次（上野）

担当地区 氏名（住所）

小浜・雲浜・
西津・国富

藤
ふじた

田武
たけ じ

治（羽賀）、吉
よしむら

村寿
ひさよし

芳（奈胡）、
髙
たかとり

鳥佐
さ だ か ず

太一（太良庄）

内外海 今
いまい

井誠
せいいち

一（若狭）、池
いけだ

田茂
しげのり

則（泊）

宮川・松永・
遠敷 清

しみず

水正
まさひこ

彦（本保）

今富 東
ひがしの

野重
しげ き

樹（府中）、池
いけだ

田雅
まさ し

史（生守）、
高
たかだ

田勝
かつゆき

之（尾崎）

口名田 橋
はしもと

本長
ちょういちろう

一朗（相生）、田
たなか

中政
まさ き

喜（谷田部）

中名田 坂
さかした

下憲
けんじ

治（上田）、大
おおえ

江定
さだう え も ん

右ヱ門（和多田）

加斗 森
もり

徳
とくゆき

行（西勢）、地
ちむら

村敏
としゆき

幸（飯盛）

農地利用最適化推進委員（敬称略）

最近、燃やすご
みによく混入し
ています。資源
化に協力をお願
いしますいします
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23日㊏㊗ 12 時～時

金 無料

所 文化会館（大手町）

問 同大会実行委員会（文化会館内 事務局）☎  53・9700

23日㊏㊗・24日㊐ 第１5回 ちりとてちん杯全国女性落語大会

観覧人数などの詳細は、 大会
HPを参照または、問い合わ
せてください▶

24日㊐ 13 時～時 所 まちの駅旭座（白鬚）

【予選会】

【決勝大会】

金 前売券 2,000 円、当日券 2,500 円
（小・中・高・大学・専門学校生は前売券・当日券ともに1,000円）

19 時～時 所 まちの駅旭座（白鬚）

問 ちりとて落語の会（メガネの正視堂）☎  53・0878

22日㊎には、前夜祭を開催

大会の審査員による爆笑落語会です。
出演：桂

かつら

あやめ、桂
かつら

右
う だ ん じ

團治、林
はやしや

家染
そめじゃく

雀、柳
やなぎや

家小
こ

せん

女性落語日本一の決定戦を観覧できます。

※全席自由席。未就学児は入場できません

3日㊐ まちの駅マルシェ

問 まちの駅☎  52・200010 時～ 14時時 所 まちの駅（白鬚）

フルーツサンドやスカッシュ（炭酸飲料）の販売、健康チェッ
クイベント、フリーマーケット、楽しい占いがあります。

問 市総合卸売市場☎  52・1800

毎月第４土曜日に開催。フードロスコーナーや関連店舗、地
元生産者、キッチンカーなどが出店します。

9時 30分～時 所 市総合卸売市場（川崎ニ丁目）

23日㊏㊗ 小浜市総合卸売市場 「市場d
デ

eマルシェ」

11 時～時

金 無料

所 市立図書館（白鬚）

問 市立図書館☎  52・1042

9日㊏ おはなし会と作ってあそぼ！

内 テーマ：「ぐりとぐらスペシャル！」
（１）おはなし  「ぐりとぐら」
　　　　　　　「ぐりとぐらのえんそく」
（２）こうさく「ぐりとぐらのぼうしをつくろう」

11時～時

金 無料

所 市立図書館（白鬚）

問 市立図書館☎  52・1042

24日㊐ おばま児童文学会「風
ふうむ

夢」のおはなし会

内 大型絵本「たまごのあかちゃん」
紙芝居「まんまるまんまるまんまるな」ほか

10日㊐ 第21回ブリリアント・コンサート

地元の出演者による２部構成のコンサートです。
【P

パート
art１】ピアノ・フルートと歌のクラシックコンサート

【P
パート
art２】市民ミュージカル「すべてのやまへのぼれ」

主催：はばたけ未来へ実行委員会

開場 13 時　開演 13 時 30 分時

所 文化会館（大手町）

問 文化会館☎  53・9700

金 一般 2,000 円　中学生以下 500円

8時 30分～時

金 500 円

所 総合運動場（口田縄）

問 市マレットゴルフ協会事務局の辻
つじ

さん☎  53・3658

2日㊏ 小浜市民マレットゴルフ大会

内 協会のローカルルールなど競技規則による（36ホール、
ストロークプレー、男女別表彰、ハンディキャップなし）
賞は優勝・２位・３位・BB賞・ホールインワン賞など、
参加賞（全員）あり

10広報おばま　令和5 . 911 広報おばま　令和5 . 9

対 小浜市民・市内事業所に勤務する人

申 当日8時 30分までに受け付け

24日㊐ ふくい健康長寿祭2023生きがい・健康づくりイベント

市外開催のイベント

14日㊏
消費生活講座「食品ロスをへらす冷蔵庫収納」
～キッチンからはじめるSDGｓ～
【小浜市成人大学講座連携】

10月のイベント

13 時 30 分～ 15時時 所 働く婦人の家（大手町）

問 生活安全課  消費生活相談室☎  64・6007
　  syouhi-soudan@city.obama.lg.jp

「冷蔵庫の奥からいつ作ったか分からない物が発見された」
という経験はありませんか？自宅の冷蔵庫が、あなたの思
うように管理できる『美人冷蔵庫』になる方法から、食品
ロスを考えてみましょう。
講師：福

ふくだ
田かずみさん（食品ロス削減アドバイザー、冷蔵庫収納家）

金 無料 申 10 月 6日㊎までに電話もしくはメール（住所・
氏名・電話番号を記入）で申し込み、先着 40人

24日㊐ 第3回  西津化粧地蔵めぐり  お地蔵さん歩
ぽ

西津地区内 42カ所の地蔵堂のうち、7カ所を巡るスタンプ
ラリーを開催します。会場ステージでは、バンド演奏のほか
西津小学校児童が「地蔵盆のうた」と踊りを披露。キッチ
ンカーによる出店のほか、芝生広場では市内よさこいチーム
による演舞や水鉄砲による射的ゲーム、抽選会があります。

問 西津コミュニティセンター☎  53・0154

所 若狭総合公園（北塩屋）

【お地蔵さん歩スタンプラリー】
開会式 9時 30分　開会式終了後スタート～ 13時までにゴール時

【キッチンカーによる出店】
10 時～ 16時時

【屋外ステージイベント】
13 時～ 17時時 金 無料

金 無料

＝時間時 金 ＝料金所 ＝会場 申 ＝申込締切、定員など 問 ＝問い合わせ先、申込先内＝内容凡
例 対＝対象

※全席自由席。チケットは文化会館で購入できます

10時～ 17時時

金 無料

所 ハーツわかさ （遠敷九丁目）

問 市地域包括支援センター☎  64・6015

21日㊍
「認知症の日」
脳体力チェック・塩分チェック

内 脳体力チェックや塩分チェック
などが受けられます

９月は認知症月間です。９月21日の認知症の日に合わせ、
予防と共生を考えるイベントを開催します。

いつまでも健康で生きがいのある暮らしができることを目指
し、「ふくい健康長寿祭 2023」を開催します。体験コーナー
や健康チェックにぜひ参加してください。

美浜町保健福祉センターはあとぴあ 会場

9 時 30 分～ 15時 30 分時

【骨密度・呼吸機能検査、血管年齢測定、県老人クラブ会員
の作品展示】

9 時 30 分～ 12時時

美浜町西郷健康ひろば 会場

【ノルディック・ウオーク体験】

問 県社会福祉協議会☎  0776・24・2433

【「ふまねっと」体験、脳トレ体験】

13 時～ 15時 30 分時



市立図書館
5 日㊋・12 日㊋・17 日㊐・
18 日㊊㊗・19 日㊋・23 日㊏㊗・
26 日㊋・27 日㊌

温水プール
4 日㊊・11 日㊊・19 日㊋・
25 日㊊

若狭図書学習
センター

4 日㊊・11 日㊊・19 日㊋・25 日㊊
※28日㊍は2Fのみ休館

市民サービス
コーナー

17 日㊐・18 日㊊㊗・23 日㊏㊗

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど

広報おばま　令和 5 . 9 12

9 月の窓口延長について

市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・障がい者元気支援課、子ども未来課、税務課、環境衛生課、会計課）では、
毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）の執務時間を 18 時 30 分まで延長しています。

■子育て応援情報 ※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

催 し 内 容 と き と こ ろ・問 い 合 わ せ

子育て相談会※
県家庭教育アドバイザーから生活リズ
ムについて学びましょう（要参加費）。

9 月 13 日㊌
10 時〜 11 時

子育て支援センター
問同☎ 56・3386総合避難訓練※ 避難訓練と消防車見学をしましょう。

9 月 20 日㊌
10 時 45 分〜 11 時 15 分

誕生会※
今月誕生日を迎える友だちを祝いま
しょう（要参加費）。

9 月 27 日㊌
10 時〜 11 時

スクスク元気っ子教室※
離乳食の相談、発育・発達、育児な
ど子育て相談。身体計測も可能です。

9 月 5 日㊋
10 時〜 11 時

サン・サンホーム小浜
問健康管理センター
☎ 52・2222

プレパパ＆プレママ講座

※開催日の 3 日前
までに予約

栄養・妊娠編「妊娠中のからだづくり」
※母子手帳持参

9 月 9 日㊏
13 時 30 分〜 15 時

働く婦人の家
問健康管理センター
☎ 52・2222

育児編「ミュージック・ケアでリフレッ
シュ、育児を楽しむには」※母子手帳
持参と運動できる服装着用

9 月 13 日㊌
10 時〜 12 時

授乳育児相談
助産師による授乳育児の相談です。体
重・ほ乳量の測定も可能。

9 月 20 日㊌
10 時〜 11 時 30 分

みんなであそぼ♪
（子育て教室）※

入園前の子どもと保護者を対象に親子
遊びや子育て相談などをします。
※各回、先着 15 組

9 月 22 日㊎
1 部：9 時 30 分〜 10 時 30 分
2 部：10 時 30 分〜 11 時 30 分

今富コミュニティセンター
問健康管理センター
☎ 52・2222

入園前の子どもと保護者を対象に親子
遊びや子育て相談などをします。
※先着 20 組

9 月 29 日㊎
10 時〜 11 時

国富コミュニティセンター
問健康管理センター
☎ 52・2222

■ 9 月の休館日 ■ 9 月の休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院  
　（大手町）で小児科医が休日診療を行います

3 日㊐　 ★本馬医院（水取一丁目）☎ 52・2233

10 日㊐　 ★にしお内科クリニック（南川町）☎ 53・2407

17 日㊐　 ★木村医院（四谷町） ☎ 53・1260

18 日㊊㊗ いちせクリニック（南川町）☎ 53・2415

23 日㊏㊗ ★小津外科医院（日吉） ☎ 52・0072

24 日㊐　 ★しんたにクリニック（駅前町）☎ 64・5321

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります■各種相談

13 広報おばま　令和 5 . 9

相 談 名 内 容 と き ところ・問い合わせ

出張年金相談※ 年金額の確認や、年金に関する手続
きを行うことができます。

9 月 14 日㊍・28 日㊍
10 時〜12 時、13 時〜15 時

文化会館
問敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

結婚相談 結婚に関する相談に、婦人福祉協議
会の相談員が応じます。

9 月 14 日㊍
9 時 30 分〜11 時 30 分

文化会館
問小浜市婦人福祉協議会
☎ 090・4329・0346

弁護士無料相談※ 法律問題全般について相談ができます。
※8月29日㊋9時から予約可（先着順）

9 月 5 日㊋
13 時 30 分〜 15 時

働く婦人の家
問福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

法律相談
（消費生活トラブル）※

消費生活に関する相談に、弁護士や
司法書士が応じます。

9 月 14 日㊍・28 日㊍
14 時〜16 時

県嶺南消費生活センター
問同☎ 52・7830

高齢者専門相談
（法律）※

遺産相続、土地問題などについて、
弁護士が相談に応じます。

9 月 21 日㊍
13 時〜16 時

県社会福祉協議会嶺南支所
問同☎ 52・7833

高齢者・障がい者の
ための成年後見相談

成年後見に関する相談に、司法書士
が応じます。

9 月 16 日㊏
10 時〜16 時

司調合同会館（福井市）
問福井県司法書士会
☎ 0776・43・0601

IT のビジネス活用
に関する相談※

経営者や会社従業員、個人事業主へ、
パソコンを使った操作全般の相談に
応じます。

平日 9 時〜 17 時
※ 12 月 29 日〜 1 月 3 日除く

県産業情報センター嶺南支所
問同☎ 52・1500

ふくい若者サポート
ステーション出張相談※

15 歳～ 40 歳代の無業者とその家族
などの就労相談などに応じます。

9 月 13 日㊌
11 時〜15 時

文化会館
問サポステふくい
☎ 0776・21・0311

女性向け
出張就業相談

仕事に関する不安解消やキャリア
アップなど、「働きたい」女性の相談
に応じます。

9 月 6 日㊌
10 時〜15 時

働く婦人の家
問ふくい女性活躍支援センター
☎ 0776・41・4244

赤い羽根相談
（法・税・登記など）※

弁護士・司法書士・行政書士・社会
保険労務士・税理士が、各種相談に
応じます。

9 月 24 日㊐
13 時〜 16 時

サン・サンホーム小浜
問ワカサリーガルパートナーズ
☎ 56・5533

行政相談※ 行政に関する手続きや苦情などの相
談に、行政相談委員が応じます。

9 月 19 日㊋
13 時 30 分〜 14 時 30 分

市役所
問広報・デジタル推進課
☎ 64・6009

悩みごと総合相談※ 法律やこころの健康、就労などの相談
に弁護士や精神科医などが応じます。

9 月 23 日㊏㊗
13 時〜 16 時

県若狭健康福祉センター
問同☎ 52・1301

精神保健相談※ 心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。

9 月 5 日㊋・19 日㊋
10 時〜11 時 30 分

エイズ、肝炎検査・相談※
匿名で、エイズ・肝炎に関する検査を
受けることができます。
※相談は、月〜金の8時 30分〜 17時

9 月 4 日㊊
9 時〜10 時 30 分

こころの相談 心の悩みを相談してください。
①毎週㊌10 時〜16 時
②毎週㊎12 時〜17 時

①市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802
②つみきハウス
問同☎ 53・1190

心配ごと相談 介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

9 月 13 日㊌
13 時〜16 時

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

特設人権相談 いじめ・体罰・暴行・虐待・差別に関
するトラブルなどの相談に応じます。

9 月 20 日㊌
13 時〜 15 時

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局
☎ 52・0238

■高齢者いきいき情報 内容は変更される場合があります

催 し 内 容 と き と こ ろ・問 い 合 わ せ

カフェ・ぽ〜れ
マイペースで、「リズム体操」や「ゲー
ム」を楽しみましょう（参加費100円）。

9 月 15 日㊎
10 時〜 11 時 30 分

小浜コミュニティセンター
問坂

さかがみ

上和
かず よ

代さん
☎ 090・5686・4147

おひさまカフェ
「二

に こ

胡の演奏とよもやま話」心を元気
にしよう（飲み物代 100 円）。

9 月 19 日㊋
10 時〜 12 時

ふるさと茶屋「清右ヱ門」
問宇

う の

野さん
☎ 090・1633・4959
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勤務先　宇久定置網有限会社

浦
う ら た に

谷 隆
りゅうせい

勢 さ
ん（21歳）

魚
の
入
り
を
想
像 

楽
し
い
仕
事 

　

海
中
に
設
置
し
た
網
を
引
き
上
げ
て
魚

を
捕
る
定
置
網
漁
の
漁
師
と
し
て
働
く
浦

谷
さ
ん
は
、
小
学
３
年
生
の
こ
ろ
に
父
親

が
魚
を
捕
っ
て
く
る
格
好
い
い
姿
に
憧
れ

て
漁
師
を
志
す
よ
う
に
。
高
校
を
卒
業
し
、

県
外
で
１
年
間
定
置
網
の
修
理
方
法
を
学

ん
だ
後
、
同
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

浦
谷
さ
ん
は
、「
定
置
網
漁
は
、
ど
ん
な

魚
が
入
っ
て
い
る
か
と
想
像
し
な
が
ら
仕

事
が
で
き
る
の
で
楽
し
い
で
す
。
複
数
の

マ
グ
ロ
や
サ
メ
な
ど
珍
し
い
魚
が
捕
れ
る

こ
と
も
。
小
浜
の
海
で
さ
ま
ざ
ま
な
魚
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
漁
師
の
特
権
で

す
」
と
、
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

早
朝
４
時
か
ら
定
置
網
漁
に
出
て
、
魚

を
市
場
へ
出
荷
す
る
仕
事
を
す
る
ほ
か
、

個
人
で
タ
コ
か
ご
漁
や
素
潜
り
も
行
う
浦

谷
さ
ん
。「
仕
事
を
重
ね
る
と
体
は
し
ん
ど

い
で
す
が
、
自
分
が
捕
っ
た
魚
が
ス
ー
パ
ー

に
並
び
、
誰
か
の
食
卓
で
食
べ
て
も
ら
っ

て
い
る
と
思
う
と
う
れ
し
く
、
も
っ
と
頑

張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今

年
か
ら
は
、
マ
ハ
タ
の
養
殖
も
始
め
て
い

る
の
で
、
決
ま
っ
た
量
の
魚
を
出
荷
で
き

る
よ
う
に
力
を
入
れ
た
い
で
す
」
と
、
熱

く
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

野球部

何
事
に
も
主
体
的
に
取
り
組
む

（小浜中学校２年生）

　

夏
空
の
下
、
声
を
か
け
合
っ
て
練
習
に

励
む
小
浜
中
学
校
野
球
部
に
は
、
１
・
２
年

生
合
わ
せ
て
15
人
が
所
属
。
何
回
転
ん
で

も
立
ち
上
が
る「
七し
ち
て
ん転
八は
っ
き起
」の
気
持
ち
で
、

授
業
や
部
活
動
で
諦
め
ず
最
後
ま
で
や
り

切
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
部
で
は
、
プ
レ
ー
が
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
と
き
に
次
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

を
す
ぐ
に
話
し
合
っ
た
り
、
励
ま
し
の
声

か
け
を
行
っ
た
り
、
移
動
の
と
き
に
は
全

力
疾
走
し
た
り
す
る
な
ど
、
切
り
替
え
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
佐
久
間
さ

ん
は
、
部
活
動
を
通
し
て
気
持
ち
に
変
化

が
。「
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
く
な
っ
た
ほ
か
、

自
分
か
ら
野
球
を
引
い
た
と
き
に
何
が
残

る
か
、
私
生
活
で
何
を
変
え
ら
れ
る
か
と

考
え
、
授
業
や
遊
び
の
と
き
も
主
体
的
に

楽
し
ん
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
語
り
ま
す
。

　

今
秋
に
は
、
新
チ
ー
ム
で
若
狭
地
区
の

新
人
戦
に
挑
み
ま
す
。
佐
久
間
さ
ん
は
、「
県

大
会
出
場
を
目
指
し
、
練
習
か
ら
声
を
出

し
て
、
チ
ー
ム
が
試
合
で
勝
て
る
よ
う
盛

り
上
げ
た
い
。
練
習
以
外
の
時
間
も
、
部

員
全
員
が
協
力
し
活
動
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 佐

さ く ま

久間 凌
り ょ う が

牙 さ
ん

食
事
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
た
い

らり！小浜人き

小浜市食生活改善推進員

　

６
年
前
に
小
浜
市
へ
移
住
し
、
健
康
増

進
に
関
わ
る
活
動
へ
参
加
し
た
い
と
考
え

て
い
た
花
立
さ
ん
は
、「
食
育
文
化
都
市
」

宣
言
を
し
て
い
る
小
浜
市
が
、
食
生
活
改

善
推
進
員
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

応
募
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
食
生
活
改
善
推
進
員
は
ま
だ
ま
だ
女
性

が
多
く
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
が
、
包
丁
の

扱
い
方
な
ど
、
男
性
が
持
つ
、
料
理
に
対

す
る
不
安
に
共
感
で
き
る
こ
と
が
男
性
の

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活
動
す
る
自

分
の
強
み
」
と
、
語
る
花
立
さ
ん
。
令
和

元
年
か
ら
、
低
栄
養
の
高
齢
者
向
け
に
、

ポ
リ
袋
な
ど
を
使
っ
て
手
軽
に
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
作
る
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ

の
実
演
や
男
性
向
け
料
理
教
室
で
の
補
助
、

各
家
庭
の
み
そ
汁
を
持
参
し
て
も
ら
い
、

塩
分
濃
度
を
測
定
す
る
な
ど
、
積
極
的
に

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
食
事
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
た
い
」
と
、

訴
え
る
花
立
さ
ん
は
、「
一
般
的
に
塩
分
の

摂
り
す
ぎ
は
体
に
良
く
な
い
。
料
理
教
室

な
ど
に
参
加
し
て
、
普
段
の
食
事
を
再
確

認
し
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
意

識
を
持
っ
て
生
活
し
て
ほ
し
い
」
と
、
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

若
狭
高
校
で
ラ
グ
ビ
ー
部
だ
っ
た
７
歳

上
の
兄
と
小
学
生
の
と
き
か
ら
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
で
遊
ん
で
い
た
清
水
さ
ん
は
、
兄

の
背
中
に
憧
れ
、
高
校
か
ら
本
格
的
に
ラ

グ
ビ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
長
い
時
間
走
っ
た
り
、
接
触
が
多
く
、

痛
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
き
つ
い
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
ミ
ス
を
他
の
部
員
が
補
う
な

ど
、
助
け
合
っ
て
プ
レ
ー
で
き
る
の
が
ラ

グ
ビ
ー
の
好
き
な
と
こ
ろ
。
い
ろ
い
ろ
な

長
所
や
個
性
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、

歯
車
の
よ
う
に
か
み
合
う
の
が
面
白
い
」

と
、
笑
顔
で
話
す
清
水
さ
ん
が
率
い
る
ラ

グ
ビ
ー
部
は
、
高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
全
国
大

会
で
あ
る
「
花
園
」
出
場
を
賭
け
、
11
月

に
行
わ
れ
る
県
予
選
大
会
に
向
け
て
、
キ
ャ

プ
テ
ン
を
中
心
と
す
る
部
員
同
士
で
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
、
日
々
の
練
習
に
打
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
培
っ
た
決
断
力
や

判
断
力
で
司
令
塔
と
し
て
試
合
を
動
か
す

清
水
さ
ん
。「
若
狭
高
校
は
兄
の
と
き
か
ら

花
園
に
行
け
て
い
な
い
。
応
援
し
て
く
れ

る
人
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
る
プ
レ
ー
を

し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
い
」
と
、
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ラグビー部　キャプテン

燃えろ！青春！部活道
プ
レ
ー
で
感
動
と
勇
気
を
与
え
る

（若狭高校 3年生）

清
し み ず

水 達
た つ き

貴 さ
ん花

は な た て

立 俊
しゅん す け

亮 さ
ん（40歳）
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編
集
後
記

　
　

  

生
活
の
と
び
ら

健健
康康

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎
 52
・
０
９
９
０

ル
カ
ラ
ー
画
面
に
切
り
替
え
ま
す
が
、
同
時

に
緑
色
に
発
光
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

よ
り
安
全
に
手
術
が
行
え
る
よ
う
に

　

よ
り
鮮
明
な
画
像
を
映
し
出
す
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
、
現
在
１
日
２
~
３
件
の
内
視
鏡

手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
臓
器
の
ど
の
部
分

が
が
ん
な
の
か
を
診
断
す
る
こ
と
を
は
じ

め
、
臓
器
の
切
除
範
囲
の
決
定
、
が
ん
が
転

移
し
て
い
な
い
か
を
判
断
す
る
部
位
の
探
索
、

血
管
や
胆
管
に
詰
ま
り
が
な
い
か
の
確
認
、

つ
く
り
直
し
た
臓
器
の
血
流
が
滞
っ
て
い
な

い
か
の
確
認
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
骨
盤

内
で
行
わ
れ
る
手
術
で
も
、
ピ
ン
ク
色
に
発

光
さ
せ
る
こ
と
で
、
尿
管
の
位
置
を
確
認
し

な
が
ら
、
安
全
に
実
施
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
安
全
に
な
っ
た

﹁
内
視
鏡
手
術
﹂

　

当
院
で
は
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
、
よ
り

正
確
な
診
断
と
安
全
な
手
術
が
可
能
に
な
っ

た
内
視
鏡
手
術
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
フ
ル
カ
ラ
ー
の
画

面
上
に
写
っ
た
人
の
体
の
う
ち
、
必
要
な
部

分
を
光
ら
せ
る
こ
と
で
、
手
術
す
る
部
分
な

ど
を
目
で
分
か
り
や
す
く
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
光
る
仕
組
み
で
す
が
、
赤
外
線

に
対
し
て
光
る
物
質
を
患
者
さ
ん
の
体
に
投

与
す
る
こ
と
で
、
血
液
に
含
ま
れ
る
「
血け
っ
し
ょ
う漿

タ
ン
パ
ク
」
と
結
び
付
き
、
緑
色
に
発
光
し

ま
す
。
ま
た
、
外
か
ら
の
光
に
反
応
し
て
発

色
す
る
特
殊
な
装
置
を
使
用
し
て
、
ピ
ン
ク

色
に
も
発
光
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
緑
色
に
光
る
シ
ス
テ
ム
は
他
に
も

あ
り
ま
す
が
、
他
の
部
分
は
白
黒
で
し
か
表

示
さ
れ
ま
せ
ん
。
体
の
状
況
を
確
認
す
る
た

め
に
は
、
手
術
中
に
執
刀
医
が
白
黒
か
ら
フ

外
科
・
消
化
器
外
科

菅す
が
の野

元も
と
き喜

医
師

●
伝
統
行
事
「
虫
送
り
」（
５
Ｐ
）

に
合
わ
せ
て
、
地
区
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
宮
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
宮み

や
さ
と里
ひ
ま

わ
り
」
さ
ん
が
お
披
露
目
さ
れ
ま

し
た
▼
活
動
は
動
画
共
有
サ
ー
ビ

ス
「
Ｙユ
ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
の
ほ

か
、
複
数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
さ
れ

て
い
ま
す
▼
今
後
は
地
区
行
事
へ

の
参
加
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
▼
松
永
地
区
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
松ま

つ

く
ん
」
と
「
永な
が

ち
ゃ

ん
」
の
よ
う
に
愛
さ
れ
る
存
在
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す（
理
）

「広報おばま」  広告随時募集中
▶発 行 日   毎月 25 日（土・日・祝日に重なる場合は、直前の平日）

▶部数・配布  １回 12,000 部発行。主に市内各区を通じて、各世帯へ

▶広告掲載料金 １回１枠（縦５㌢、横 5.5㌢）１万円

※詳しくは、市公式 HP もしくは広報・デジタル推進課☎ 0770・64・6009 まで
小浜市小浜広峰 55小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

お気軽にご来店下さい。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号）

「
レ
ッ
ス
ン
見
学
歓
迎
」

日
本
語
教
師
・
事
務
員
急
募

お
電
話
く
だ
さ
い

（公社）若狭シルバー人材センター
小浜市遠敷 84-3-4 サン・サンホーム小浜内

☎ (0770)56-5115 ・FAX(0770)56-5088

人のため、まちのために働き隊 !
        60歳以上、

元気はつらつマン募集中 !

シルバー人材センター
会員募集

        60歳以上、

福井県シルバー人材センター連合
高齢者活躍人材確保育成事業
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１
５
０
０
年
続
く
若
狭
と
都
の
往
来
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す

１
５
０
０
年
続
く
若
狭
と
都
の
往
来
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す

日
本
遺
産
物
語

　

数
あ
る
鯖
街
道
の
一
つ
で
、
現
在
も
国

道
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
、
小
浜
か
ら

熊く
ま
が
わ
じ
ゅ
く

川
宿
、
朽く

つ
き木
、
大お

お
は
ら原
を
経
て
京
都
の
出で

ま
ち町

を
つ
な
ぐ
「
若
狭
街
道
」
の
道
中
で
は
、
街

道
を
通
し
て
そ
の
地
域
の
特
色
を
持
っ
た
歴

史
や
文
化
、
食
な
ど
の
物
語
が
生
み
出
さ
れ
、

大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
書
籍
に
は
、
若
狭
街
道
を

通
っ
て
京
都
に
入
る
「
山や

ま
ば
な端
」
に
あ
る
麦
飯

茶
屋
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
茶
屋
の
名

物
料
理
「
麦
飯
と
ろ
ろ
汁
」
は
、
昔
の
人
が
、

京
都
で
の
商
売
に
向
け
、
力
を
つ
け
る
た
め

に
食
べ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
重
い
荷
物
を

背
負
っ
て
街
道
を
歩
く
人
に
と
っ
て
、
楽
し

み
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ

ら
に
、
そ
の
味
は
今
も
な
お
、
同
じ
場
所
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鯖
街
道
は
、
昔

引
き
継
が
れ
る
、
鯖
街
道
の
物
語

歴

訪

探

史

の
人
が
楽
し
ん
だ
物
語
を
私
た
ち
が
体
験
で

き
る
、
珍
し
い
日
本
遺
産
で
す
。

　

小
浜
と
京
都
の
人
々
の
交
流
が
育
ん
だ

「
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
」。
交
通
の
便
が
良

く
な
っ
た
現
在
も
、
観
光
を
は
じ
め
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
し
て
、
新
た
な
物
語

が
生
み
出
さ
れ
、
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

▶
鯖
街
道
の
終
点
「
出
町
」
へ
と
つ
な
ぐ
「
出
町
橋
」

●
毎
年
８
月
13
日
こ
ろ
か
ら
実
施

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
盂う

蘭ら

盆
▼
私

た
ち
が
先
祖
を
迎
え
、も
て
な
し
、

そ
し
て
送
る
と
て
も
大
切
な
時
期

で
す
▼
一
方
で
、
こ
の
時
期
に
親

戚
一
同
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
家
庭
や

帰
省
で
懐
か
し
の
旧
友
と
再
会
す

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
▼
亡
き
人
と
生
け
る
人
と
を

つ
な
ぐ
盂
蘭
盆
▼
そ
れ
は
生
け
る

人
同
士
を
つ
な
い
で
く
れ
る
き
っ

か
け
で
も
あ
り
、
私
た
ち
が
迎
え

る
先
祖
か
ら
の
さ
さ
や
か
な
お
返

し
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね（
将
）



写真連載Life 輝く子どもたち

小浜市防災メール
災害や避難の情報をお知らせします。
登録は、右の二次元コードもしくは
W
ウ ェ ブ
ebサイト（https://mail.cous.jp/bou

saiobama/）から手続きしてください

地域の出来事などを SNSで発信しています

市公式 F
フェ イ ス ブ ッ ク

acebook市公式 X（旧 T
ツ イ ッ タ ー

witter）

人の動き（8月１日）

【人　口】28,075人（前月比   -53人）
　　　　　　　   　 (前年同月比 -342人）
【世帯数】12,219世帯

【男性】 13,843人

【女性】 14,232人

【転入】    52人 【転出】 　86人

【出生】 　 9人 【死亡】    28人

広
報
お
ば
ま

№
837　

令
和
５
年
8
月
25
日
（
金
）
発
行

本
紙
の
一
部
に
は
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
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発
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小
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市
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■
編
集
　
企
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広
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■
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■
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■
印
刷
　
　
　
　
若
越
印
刷
（
株
）
小
浜
営
業
所

4 年ぶりの開催「夜の市 歩行者天国」でくじ引きを楽しむ（はまかぜ通り商店街・7月 31日）

夏休み子ども教室でいちご大福作りに挑戦（加斗コミュニティセンター・7月28日）
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